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:

近
.時
の
入
ロ
統
針
に
現
は
れ
る
ニ
ケ
；の
：顯
著
な
事
實
は
、
：
出
生
率
の

.減
退
と
農
村
人
ロ
の
：

.：衰
退
と
で
あ
る0

出
生
率
の
減
退
は
做
米 

諸
國
：に
於
て
は#

遍
的
瑰
象
で
あ
る
が
、
我

國

に

於

て

_

だ
ガ
て
明
瞭
に
觀
取
さ
れ
る
程
度
に
は

.到

ら

な

い

。

技
,^
農

村

人

口

の 

相
對
的
槭
少
は
、

：

凡
ゆ
る
高
度
資
本
主
義
國
に
共
通
：と
言
つ
て
ょ
ぺ
、

.
我

國
,?
)
.素

ょ
<1
)
'
之
，が_
篇

を

爲

す

も.
の
で
：
は

な

い

。

.
：
：

：

;
,'
離
村
ゆ
羅
读
屬
村
去#

^
と
^
間
、;'
'
-又
は
餞
業
と
商
-3
:
業
と
.
.の
間
に
.横
は
る
有
利
#

の
相
違
に
喇
戟
さ
れ
て
起
る
ネ
め
で
、
，
こ
れ
を 

1

«
の
：赉
衡
猶
動
.と

見

て

：差

支

へ

な

^

>
居
怯
及
職
業
^
自
出
を
享
荷
す
る
時
代5

,
人
が
不
利
戈
棄
て
：、
有
利
に
勉
く
の
：は
當
然
の 

*

利
と
い
へ
.
.や
t

 

.1

_

の
：經
濟
的
戈
化
的
水
準
が
各
職€

地
方
を
通
じ
て
出
來
名
限
：り
：平
均
す
名
.こ
と
：拟
’

分

業
.̂
立
：W
す
^
现 

代
^

雖
も
康
ょ
り
望
ま
し
い
事
で
：あ.る
.
o :

然
る
；に
今
旧
行
は
机
名
離
村
は
が
決̂
て
渐
か
名
窻
識
士
以
て
爲̂
れ
る
4

め

で

な-;
<

ジ

犁 

に
僩
人
的
判
斷
に
跋
い
て
行
は
れ
る
か
ら
、一
方
.に
は
農
村
の
勞
働
力
を
過
度
に
減
退
せ
し
め
、
他
方
邵
#

の
そ
れ
を
法
外
に
膨
脹
せ 

七
め
：
濃
村
4

暮

;#
の
.孰
.れ
に
對
し
て
^

不
利
な
：る
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
が
多
い
の
：で
$>
る
0

#
ち
都
會
に
淤
け
る
.,
^

出
生
雍
と
S

 

の
派
躍
的
發
展
ば
、
或.る
程
度
.の
勞
働
カ
を
農
村
か
ら0
供
給
に
俟
つ
の.は
貧
然
且
り
必
要
で
あ
るが
、
こ
れ
が
爲
に
は
適
當
な
統
淛 
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(

一
四
〇
六

)
が

'it
は
水
ね
ば
散
ら
ぬo
-:
M
民

經

濟

.の
中
に
-

め
名
_

:
:(
D
if
位

が

時

と̂

に
減
退
す
名

0

は

經

腐

發

膝

の

當

然
o
結

果

で

あ

る̂
は 

い
へ
丨
そ.§重
耍
性
は
讓
ょ
り
省
定
す
可
ら
洽
る
所
；で
名
る

0
英
»
の
如
き#:
端

澈
エ
業
國
に

於

て

す

ら

、
：
畠

村

の

荒

«

は
常
に
識
者

の
胜
意
を
喚
起
し
り
、
あ
；̂
幾

で

あ

.名
。； 
一：

V.;,

パ
”
.：V
:
:

::::

る

“
'
S 

...7::”

ず

' 

'

.

.

「

，：
ぐ

I

九
.一|

.̂'
|
-羅
馮
に
调
催̂
れ

衣

國

際

勞

働

局-̂
國

際
農
業
硏
统̂
 

こ
..の
問
題
を
考
究
す 

，.へ.:t
必

要
^
認
：.め
，。

そ
:<
0
#體
的

^
^
丧
-5
:
^
:̂
^
^
<
^
と
^
:^
議
.
.̂
.:-
'^
三 ̂

て
^
用
さ
れ
、 

值
^
に
そ
め«
咐
に
箸
乎
し
た0
決

議
に
從
つ̂

_统
»
神
淹
，ノ.グ
^
フ
比
|
|る
べ
く
*

の̂
«
初

め

目

的

地

と

^
-
て
獨
逸
が
選
ば
れ 

る
：第
^
汝
;1
)
ず
獨
逸
政_
の
.合
意
七
姆
て.
：
；
'
-

藤

1£
.
部

五

月̂

啤

，
七0
 ̂

B'akep

の
兩
氏
■が

實

際50
調
茶
を
行
つ 

丧

0
'調
茶
地
域
は
グ
_ロ
ィ
^
:ン
國
.
.
の
ポ
:^
^
ル
”シ
_深
び

ザ

ブ

セ̂

^
槔
し
太
理
曲
は
ハ
S
ポ
ム
メ
ル
ツ
;#
!
は
^

^
地
で
#
村
.の
|

^

^

»
著

セ
^
り
を
一

)

ザ
.
ク
乇
シ
州
は
：大
エ
業

.
-^
で
«
村
人
ロ
を
吸 

收
e

”
«

.

つ
•て
州
內
.の
«
村
人
.ロ
が
蔣
尤
啦
所
を
養
探
せ
ず
^
て
^
0
.職業
女
獲
;|
1
す
^
か

.

ら

^

ン

自

边

國

は

農

 

村
地
力
の
家
内
工
業
の
#
殊
狀
態
を
調
茶
す
る
に
便
な
り
と
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

此
處
に
紐
介
せ
ん
と
す
る
表
記
の
#
作「

獨
逸
に
於
け
る
農
民
の
離
村」

は
こ
の
調
茶
の
報
告
書
で
あ
る
。
本
文
百
ニ
十
七
頁
、
之
を 

次
の
五
章
に
分
ち
、
更
に
之
に
參
考
統
計
表
が
約
十
頁
に
苴
つ
て
添
加
さ
れ
て
ゐ
る
。

ハ
, -::

ん 

1

、
農
民
離
村
の
性
質

ニ
、
調
査
地
に
於
け
る
農
業
生
產
の
'自

澈

的

經

濟

的

狀

態'
: —

パ
ぃ

三
、
離

村

の

範

圍

'
、

構

成

及
び
方
^

'
 

. 

'

.

.

.

'

:

*

四
、
離
村
の
原
因

五
、
離
村
防
止
手
段

第
一
章
に
於
て
は
先
ず
離
村
の
宛
親
が
與
へ
ら
れ
る
o
一
 
般
に
離
村
は「

先
ず
農
業
地
域
及
.び
農
業
に
、
延
い
て
田
舍
の
全
經
濟
組
織 

に
一
聯
の
有
害
な
影
響
を
與
へ
る
と
ご
ろ
の 
一
®
の
移
住
で
あ
る」

と
定
義
さ
れ
る
？
，有
害
な
影
響
を
與
へ
ざ
る
離
村
は
素
ょ
り
問
題 

と
な
ら
な
い
0
そ
し
て
農
業
に
於
け
名
耕
作
技
術
の
進
歩
は
、
農
村
に
於
け
る
高
出
生
率
と
相
俊
て
、
當
然
勞
動
の
機
會
を
減
少
せ
し 

め
、
.同
時
.に
撒
會
ば
出
生
率
抵
く
勞
働
機
會
は
多
い
か
ら
.當
然
農
村
か
ら
家
働
供
給
を
^-
要

參

る

o
從
で
或
る
程
度
.の
離
村
は
總 

て
の
點
か
ら
.望
ま
し
い
も
の
で
、
斯
か
る
離
村
は
此
處
に
言
ふ
意
味
の
離
村
で
は
な
い
。
離
村
が
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
一
定 

の
限
度
を
超
え
て
行
は
れ
-
從
て
有
害
な
結
摄
を
持
つ
か
ら
で
扣
る
。
«
に
於
て
論
者
は
必
ず
し
も
移
往
の
形
態
を
採
ら
ざ
る
離
村
の 

存
在
を
强
張
す
る
。
癦
村
に
於
け
る
單
な
る
職
«
の
_
化
！

農
業
ょ
り
商
エ
寒
へ
の

，
_

^

_

_

も
亦
、
結
艰
に：

於
て
木
來
一
の
意
味
-に 

於
け
る
離
村
と
全
く
同
一
な
る
を
以
て
ぐ
あ
る
。
即
ち
問
題
は
、
：農
村
人
口
.跳
都
，會
人
ロ
で
は
'な
，く
、
遵
業
人
0
對
商
±;
業
人
ロ
‘で
.な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
.0
: 

’ 

. 

.

第
ニ
萆
は
離
村
の
行
は
れ
る
地
方
の
自
然
的
經
濟
的
狀
態
の
調
赉
を
略
述
し
た
も
へ
の
ゼ
、
風
土
、
市
場
關
係
、
土
地
利
用
法
、
收
獲
、
 

農
場
の
大
さ
、
小
作
條
件
、
家
畜
、
機
械
、
勞
働(

婦
人
勞
働
、
外
國
勞
働
者
等)

等
に
百一

つ
て
ゐ
る
。
斯
か
る
條
件
が
劣
れ
ば
劣
る
ほ 

ど
、
.離
村
の
In
:
盛
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
事
は
理
論
的
忙
想
像
し
ぅ
る
所
で
、
實
際
の
_
3f
e:
も
^
こ
れ
を
證
明
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
本
書 

に
は
楚
笠
事
項
ぬ
酿
す
る
若
干
の
統
計
が
與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

'
“

■

第一

一'一
窠
離
村
の
：範
閱
、
權
成
及
方
嚮
は
、
.主
と
し
て
統
計
的
報
告
で
あ
る
。
併
し
離
村
の
統
計
的
調
丧
は
直
接
に
は
行
ふ
を
得
ず
、
 

主
と
し
て
次g

u
i

つ
の
統
計
か
ら
間
接
的
に
推
定
：し
ぅ
る
o'
み
で
あ
.令

:即
ち< 
ー
.

〕

4
ロ
、
職
業
及
經
營
に
_
す
る
國
勢
調
夜(

ニ)

到 

着
及
出
發Q

記
錄(

三)

勞
働
市
場
の
狀
態
こ
れ
で
あ
る
，。
前
述
の
如
く
、
'
_村
は
必
ず
し
：も
人
ロ
の
都
市
集
中
と
同
一
義
で
な
く
、
單 

The rural, 

eg.
d
u
s 

.in .Germany—

—Geneve, 1933 
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四
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feo 

(
i
.

四

.o
\
J

:

な
る
職
業
の
鞭
向
を
も
含
む
が
故
に

-

、
都

#

人
P -

釾
«

#

A '

ロ
の
此
费
に
加
み
る
：に
'

で
入
口
對
農
業
ん
ロ
の
比
較
を
も
抒
は
ね
ば 

な
ら
ぬ
。
ヾ
論
者
は
先
ず
最
近
芄
十
牟
間
0
全

.

獨

逸

：
の
：
堦

#

<

:

ロ
1¥

芄
百
餘
寓
人
が
都
會
と
農
村
と
の
間
に
如
何
に
分
配
さ
れ
た
か
を

ー/r
j 
.
.
ノ 

..

'
.人
口
ご
千
以
下
；；';

;

6

•九

声

:
/

.

:
. '

ニ 
千 
|

艽
千
.'.
'
.:
、
^

^

^

^

^

^

 

/

:
•.
五
千
-—

ニ
 

萬
'.
'

^

.
:

.

 

ニ 
萬——

十
萬.

.
-
-

 

ニ
了
七
多

'

;
十
萬
'.以
上

 

■

五
五
•

四
^

-

.

... 

.•••
•
• 

-

 

V 

• 

. 

-• 

• 

•
.

獨
逸
統

Ht
に
於
て
は

1

般
に
人
口

11

千
を
以
て
都
會
と
農
村
の
分
岐
點

.
と
し
て
ゐ
：る
。
こ
の
分

_

の
當
否
は
別
と
し
て

(

拙
稿
、都
會 

:と
農
村
の
分
類
に
就
て
、
本
誌
四
月
號
參
照

)
、こ

0 .
分
類
に
從
へ
ば
增
抓
人
ロ
の

'九
+'
:'九
は̂
都
會
に
吸
收
さ
れ
た
事
：にな
る
：

0
然
る 

に
東
ブ
ロ
シ
ャ
に
於
て
見
れ
ば
、

：一,

九一：〇
平
ょ
り

-—
九
三
〇
帑
迄
の
：間

^
農
村
人
：ロ
.
産
對
的
減
少
を
示
し

(

ニ
5

こ
の
：地
方
の 

人
口
の
都
市
集
中
の
甚
だ
し
き
を
認
め
ら
れ

.
る

。
-..:  

.

次
に
職
業
人
口
の
變
化
お
見
る
に
、
農
業
人
：ロ

(0
他
の
；職
業
人
ロ
に
對
す
る
比
ぬ
、ー

A,
ルT1

年
か
らI

九11

五
年
の
間
に
四
一

H

一
 

%
か
ら
三
〇

*五
％
に
低
下
し
た

0:
'
へ
バ
ハ

「

 

•

全
獨
逸
に
就
て
も
、
上
記
調
查
地
域
に
就
て
も
、

一
九
0
〇
年
ょ
り
ー
，
九
一

1

五
年
0
赃
間
に
良
業
人
へ
ロ
は
減
少
し
、
-農
村
人
.ロ
.は
極 

め
て
微
弱
な
増
加
を
汞
し
た
に
過
：ぎ
な
い

o

そ
の
原
因
は
出
先
率
の
減
少
と
•離
村
と
に
あ

.

各
。
尤
も
.大
戰
當
時
は
離
村
は
中
絕
し
た
。：
 

當
時
は
軍
需
工
業
に
於
け
る
勞
働
需
要
は
離
村
を
刺
戟
し
た
事
情
が
あ
る
が
、
他
方
都
市
に
於
け
る
食
物
の
不
足
は
こ
れ
を
抑
制
す
る

傾
き
が
あ
り
'
加
之
離
村
を
行
ひ
易
い
靑
8

級
は
大
部
分
軍
事
に
徵
集
さ
れ
I

た
か
ら
で
I

。
然
る
I

後
國
情
の
安
定
す
る 

と
共
に
亂
蝴
.±
洱
び
旺
盛
ど
な
り
一
、九
ニ
九
年
頂
點
.に
達
し
た
0
然
る
:̂
ー
九
-:
:九
年
の#'
界
恐
慌
は
離
村
運
動
に
も
直
接
の
影
響
を 

與

、
、V

九
一
一
ー
〇
年
に
は
五
分
一
前
後
に
減
少
し

"
一
九
ー
ー
ー
一
年
に

.は
歐
農
者
の
方
が
多
く
な
っ
^

t
の
事
は
都
市
人
口
の
消
長
か 

ら
も
1
へ
る
の
で
あ
っ
て
、
ブ
ロ
シ
ャ
の
丸
都
市
の
^
ロ
は
一
夂
一

『

九
^
迄

は

每

本

五

萬

乃

至

十

萬

.の
增
如
を
示
し
た
も
の

.が
V

九 

ー
ニ
〇
ザ
に
ゆ
五
萬
、1,

九
三
一
^
に
は
八
歡
ー
ー
ー
千
を
獄
少
す
る

^-
至
っ
今
及
べ
へ
ル
リ
ン
市
に
就
て
見
て
も
一
九
一

一

九
年
に
は
六
萬
の 

增
加
を
承
し
た
も
の
於
翌
年
は
一
萬
零
'
次
根
ば
1
1萬
三
千
の
絕
對
的
減
少
を
來
し
て
ゐ
.る
0
、
.

斯
か
る
農
村
人
口
の
急
激
な
膨
膨
が
農
村
荒
廢
の
薆
慮
をV

掃
し
た
か
と
言
べ
ば
、
歡
ろ
.反
對
で
あ
っ
た
。
藎
し
世
界
恐
慌
ば
.旣
に

農
村
.に
.深
刻
な
る
不
況
を
招
來
せ
し
め
て
ゐ
た
際
で
あ
る
か
ら
、

一
層
農
業
勞
働
者
の
失
業
を
助
長
し
、
農
村
の
經
濟
狀
態
を
一
曆
惡

; 

1
 

.

.

. 

• 

•
• 

• .
 

•

.

1

 

. 
_
• 

. 

- 

• 

.

化
せ
し
办
た
の
.で
あ
る 

o
. 

'

'

1

, 

— 

：
. 

/

離
村
#

の
牢
齡
別

"
性
別
、，配
偶
別
、
目
的
地
等
、に
關
ず
る
記
歡
ば
何
れ
も
數
字
的
で
、

~
暗
示
に
富
む
が
、
紙
數
の
膨
脹
を
恐
れ
て

此
處
に
割
愛
す
る
事
に
す
る
。

：

第
四
章
は
離
村
の
原
因
を
ぎ
披
ふ
。
こ
の
.眞

(0
'

蔽
因
は
言
ふ
迄
も
な
く
齡
村
と
都
會

|
或
ひ
は
農
業
と
商
エ
業
|

の
間
に
於
け 

ーる

:̂
の
不
平
等
に
在
る

0.
嵌
件

0
不
平
等
は

__.
は.i

濟
的
で
あ
.
り
、i

は
心
现
的
で
あ
る
。
論
若
は
離
村
の
大
分
部
の
原
因
を
經
濟 

%
要
素
に
歸
以
て
ゐ
る

o
:そ

じ
て
各
種
原
因
は
何
敗
に
於
て
も
同

--.,
.で
は
あ
る
が
、
唯
だ
：その
各
ヤ
の

(

輕
重.
は
農
業
發
肢
の

.
歷
史
、
農 

民
^.

級
の
社
會
的
地
位
、
土
地
制
度
、

.
工
業
活
動
の
發
展

/
交
逝
觀

#
の
相
違
亡

;̂
;
:0
、
所
に
ょ
り
時

.
に
ょ

0
て
相
違
が
起
る
。
以 

揭̂
ぐ
る
詉
原
因
は
、

''
'少

く
と
も
調
夜
_

斯
全
體
を
通
じ
て

'
佩
!̂

も
有
カ
に
作
用
す
る
も
..の乂
み
で
あ
る

0

:

,

1樂
勞

働

者

」

が
敢
べ.て
農
業
$:
-
放
ぎ
^
る
贬
大
：の
駝
因
は
、
賃
銀
の
劣
惡
な
る
1C
.私
る
0
、
調
喪
に
ょ
れ
ば
：

一

九

-:
八
年
農
業
勞
働
者 
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a-
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玛

：j
’
o

)
は
ー.
時
間
の
勞
働
ぬ
對
し
て
犬
人
四
0

|

四
.
五
.
< a

 

2

却
^-
夫
#

と
也
供
3

實

：
 

§

許
が
<

〇
-
^
九
〇
ぺ.
.
.ーー：
ヒ-に
過
ぎ
ぬ̂

對
し
、
同
1

地
方
の
石
ぬ
味
ー'人
で
，八
六̂

ン
マ
吃
を
受
げ
て
ゐ
る
。
加
之
、
農
業
熒
働
著 

の
貴
銀
の
可
成
认
の
部
分
ぬ
實
物
釔
以

'て
給
與
あ
れ
る
か
ら
、
^

出

：£
於
呔
る
自
由
が.茈
だ
し
<:

制
限
さ
れ
る0
.
:
:勿

論

那

會

.勞

働

者

ゆ
 

坐
計
#

の
嵩
む
琪
情
が
お
る
か
ら
'
'單
に
名
目
赏
銀
の
み
の
比
較
で
，ば
不
龙
分
で
あ
る
が
、

.备
種
0;

調
齊
の
鉻
媒
は
、
實
質
的
に
.も
農 

業
努
働
者
の
，收
人0:*

だ
じ
く
劣
る.事
を
證
明
し
で.が
る
.
9.
:
,-
ノ 

一
 

'-
:

:

-
 

'

.

:

:

i
ば
農
業
勞働#.
の
離
村
方

.向が
夫
婦
乾

あ̂

.つ弋
は

.附近
0
^
^
都
取
、

"瓤
#:
者

.忙あ
0;
て
は
大
都
市
な
る

.を措
摘
し
た
後
、 

概

bて
都
會
の
不
熟
練
努
働
は
農
村
出
の
靑
年
を
歡
迎
す
る
事
情
を
述
べ
て
ゐ
る
。

次
で
離
村
の
一
原
因
と

.しで
失
業
救
濟
が

.郡會
勞
働
者
に
，厚
く
農
村
资
働
者.に躍
い
事
情
が

.擧げ
ら

.れる
0農村
の
賃
銀
勞
働
者

(

婢 

僕
を
含
む)

の
過
半
は
强
請
保
險
か
ら
除
外
さ
れ
て
ゐ
るo
.
失
業
保
險
以
外
に
も
、
例
べ
ば
傷
害
保
險
の
如
き
、
明
か
に
蕻
村
勞
働
衮 

に
不
利
な
の

.で办
る

°'パ
ト 

.■■

.•'

.:-、

. 

.

農
業
勞
働
渚
の
將
來
に
對
す
る
見
込
み
は
何
處
に
於
て
も
茜
だ
し
く
制
腿
さ
れ
、
こ
れ
が
特
に
.靑分
竿
の

_衬
を
刺
戟
し
つ
、
あ

.る。

獨
逸
に
於
て
特
に
離
村
を
促
す

.I

原
.因
は
、
廣
く
農
業
地
方
に
行
は
れ
る

ff
i
a'

cr
Qp:
爿
弓
制
度
で
あ
る

o

獨
逸
に
は
屈
傭
農
業
客
は 

俯
中
；の
要
求
に
應
じ
で

#

を
し
て
傭
生
の
家
庭
时
の
仕
事
を
手
助
げ
せ
し
め
.る
義
務
を
負
ふ
場
合
が
非
常
に
多
い

o :

農
業
勞
働
者
協
會 

の
調
赍
に
ょ
れ
ば
、
耔
に
費
ざ
れ
る
妻
の
勞
働
時
間
、は
ザ
ク
セ
ン
自
由
國
に
於
て
は
年
节
七
首
時
間
を
超
ぇ
る
。
こ
の
苦
痛
を
免
れ
る 

爲
に
#'
く
'の
勞
働
者
は
妻
の
代
理
と
し
て

.、

.自
ら
の
員
#

に

於

て

と

呼

.ば

.れ
，る
下
級
勞
働
者
を
提
出
す

.る
0
.
.こ
れ
が
爲
m: 

蒙
る
過
大
の
損
失
が
離
村
の
有
力
な
原
因
と
な
る
こ
と
：は
、
ス
テ
チ
ン
の
職
業
紹
介
所

.の
■

の
，麻
ず
i

+こ
ろ
，で
あ
る
。
單
に
獨
逸
に 

留
ら
ず
、
何

處'に
於
て
も
農
業
に
於
け
る
，婦
人
勞
働
の
條
件

.の
劣
惡
な.ー
る
は
共
通
的
事
實$
ぁ
0
て
、
從
.て
男
子
に
比
し
て
經
濟
的
獨

允

の

必

要

の

ょ
，：x

少
い
娘
達
の
間
に
離
村
の
傾
向
：の
大
き
い
の
：は
當
然
な
の
で
あ
る6ザ
，ク
セ
。
ン
州
の
農
業
#
^
所
の
報
吿は
、

封
筒 

便

_製
造

.エ場
が
農
業
に

.於け
る
賃
銀
ょ
り
も
低
い
賛
銀.で夥
し

.い女
エ
を
農
村
か
ら
吸
收
し
づ‘あ
る
事
實
を
述
べ
て
ゐ
る
。
.
■ 

低
廉
な
外
國
農
業
勞
働
者
の
流
入
は
當
然
離
村
の
原
因
と
な
一
る
。.
彼
等
は

*初
は
離
村
に
.栽
く
龄
働
者
の
不
足
を
補
ふ
爲
に
即
ち
離 

村
の
結
果
と
しP

流
入
し
来
つ
た
も
の
で
あ
る
が
？
後
に
は#つ
て
そ
：の

'原因
H
Jfe
る

&
:
至
つ
た
。
政
府
もこ
れ
に
氣
づ
き
、
許
可
制 

度
を
、I

九

.三1

平
に
は
割
當
制
度
を
設
け
、
，

1

九
三
ニ
年
以
後
は
禁
止
政
策
を
採
る
に.至；つ
た
の
で
あ
る
。
最
近
數
¥
間
の
外
國
農 

業
勞
働
者
の
入
國
數
は
次
の
如
く
で
あ
る。
-

•

1.

九
一
二
八
年：： 

.1 
ニ
五
、
五
〇
〇 

,1 :九
ニ

九

年
： 

一
一
三
、
九
ニ
五 

1九
1§年

」

. 

1
〇
九
、
三
〇
〇

,

十
九l

u
.
r

 

年

::
:.

ブ

..ん 
/ 

^

.

.

k

o

>

o

o

o

.

. 

^

論
者
は
斯
か
る
外

.國勞
働
者
の
流
入
を
重
太
.視
す
る
も
の
 

'如ぐ
、
次
の

.如く
ベ̂
て
ゐ
る
。

「

鹿
廉
な
賃
銀
と
劣
悪
な
^
件
を
甘
受 

す
る
外
國
勞
働
者
に
ょ
づ
Ic
sil
働̂
の

.不足
を
補
ひ
ぅ
る
可
能
性
は
、

「

疑
ひ
も

%ぐ
農
業
に
於
け
る
»
傭
條
件
の
改
善
を
遲
か
ら
し 

め
た
。
時
の
經
過
と
共

it
、
外
國
人
履
傭
の
：裔
す
利
益.は不
利
益

-<
*
:
轉
化
し
、：
勞
働
問
題
を
激
化
し
、
都
會
と
農
村
の
勞
働
條
件
の
相 

違
を
益
々

.大な
ら
し
め

.た？

.斯く

.て自

.國勞
働
客
の
雇
傭
に
復
歸
す
る
こ
と
は
闲
難
と
な.つた
0.::

蔻

1>
外
國
勞
働
者
の
甘
受
す
る
條
件 

-を自
國
勞
働
者

|€
押
つ
げ
る
こ
と
は
出
來
な
5
,
か
ら

.であ
る
。
；
外
國
勞
働
者
は
今
日
に
於
て.は旣
_に禁
止
さ
れ
て

'ゐ名
が
、.
併
し
そ
の 

r傭
，の

.影響
ば
將
來
も
長
く
淺

..
る
で

.あら
ぅ」

と

''
0......' 

へ

..
し

''
、

..'-:..

へ
、
[ ,
:

.

:

ン

'
'
へ.
.；

:

最
後
紀
離
村

.

の

原

因

と

お

：て
：
都

#

,

の
虺
カ
が
擧
げ
ら
れ
ヤ
ゐ
る

:-
:°

併

-1
,

論
者
は̂

の
％
は
她
の
原
因
に
此
し
て
迤
だ
微
弱
だ
と
斷
言

■■
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九

四

：

..

(
1

四

r

o

ず
备
0
:
:
.
都

會

：の
：魅

カ

は

、
：
論

者

に

従

：
へ
ば

!"
畢
竟
經
濟
的
耍
因
：の
線
合
的
觀
念
に
過
ぎ
ホ
;:
:
'特
に
こ
机
を
.
1原
因
^
し
て
：擧
げ
る
の
は 

不
合
理
だ
と
言
ふ
の
で
.あ
る
。
#
し
都
會
の
魅
カ
：が
單
に
經
濟
的
耍
素
の
み
か
ら
：成
，る
か
ゼ
ぅ
か
は
疑
問
の
：餘
地
が

.あ
ら
ぅ
。
本
書
全 

般
.、に
芘
つ
て
筆
者
は
：も
づ
と
心
理
的
要
素
を
重
要
視
す
べ
，き
で
は
溆
か
冷
た
と
考
べ
て
ゐ
る
3
論
者
自
ら
、
組
織
や
制
度
の
上
に
缺
陷 

を
い
か
忙
觸
犯
じ
て
も
，
：.農
業
や
農
村
.に
對
す
る
1
般
0
偏
見
が
直
ち
に
一
:亂
さ
れ
る
と
は
思
は
れ
な
い
、
と
言
つ
て
ゐ
る
。 

;
第
并
章
> 
離
衬
妨
II
I
策
。
.離
村
：の
"原
因
が
複
雜
：多
蛱
に
宜
る
以
上
;,
-
-
>
で
れ
が
對
策
も
亦
當
然
多
種
に
互
ち
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て 

離
村
：の
最
大
原
因
が
農
業
の
相
對
的
不
利
性
に
在
；る
以
上
、
，
對
策

.
0中
^
は
必
然
農
業
.を
し
.て
：ょ
0
有
利
散
る
職
業
'た
ら
し
め
^
に
な 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
：戰
後
獨
逸
國
家
.は
：こ
の
目
的
.：の
爲
に
.次
の
諸
汸
策
1
採
用
し
た
-。
：：
.
.

'.
.
.
.
'
:
.
丨
 

1
、

：ょ
々
有
利
な
自
然
的
經
濟
的
條
件
0
卞
に
坐
產
む
つ
‘乂
|

:諸
外

國

，の
競
爭
を
制
限
す

.る
。

：
：
ン 

ニ
、
.坐
產
費
0
低
減
を
訐
る
。

：

。

:,o:',, 

::

:

三

、

市

場

及

び

信

用

組

織

を

改

毖

す

る

.0
:
:
■
:
..

，ベ

四
、
職
業
敎
育
‘
相
談
所
等
：を
發
達
せ
し
め
る
？

;:
:
,,
て
^

■
そ
1>
そ
そ
^
具
體
的
方
策
ゐ
し
：て
は
負
微
«
理
、
貧
瘦
地
開
拓
.、等
が
あ
る
が
、特
に
有
効
な
手
段
と
し
て
セ
ッ
ト
ル
メ
シ
ト
の
設
定 

"が
採
用
さ
れ
た
。
：と

れ

は

大

農

場

を

細

分

し

、

こ
れ
把
；よ
つ
セ
產
額
を
堦
加
し
、
同

」

菌

積

を

以

て

ょ

り

多

く

の

-
<
:
々
に
衣
食
の
途
を 

與
べ
.ん
と
.す
る
1>
の
セ
あ.る
。
早
^

!ら土地所たびぅ名と

^
希
望
は
離
村
妨
止
の
最
-K
策
で
あ
ら
ぅ
。
本
論
文
は
こ

の
-z
/
M 

に
就
て
記
述
ず
る
と
S
ろ
極
め
'て
_
細
で
ぁ
芩
。：

(

事
實
獨
逸
政
府
は
-
九
一
；
；九
年
以
來
こ
：れ

记

關

す

る
數
次
ゎ
法
令
令
發
布
し
、
極
力 

自

的

の

實

徹

：に
努
カ
め
た
。

」

'必
要
な
土
地
を
獲
得
ず
：る

^
は

普

通
.の
举
段.に
ょ
：っ
そ
土
燦
を
購
入
す
：る

以

外

£

、
國 

1
ー
？

沼

瀠

地

不

宅

地
0,
囘
收
丨1
1
1
'
":
十
其
べ
‘
ク
ダ

等
の
手
段
に
ょ
.ひ
、
た

。

そ

し

：

.て
成
功
を
：晴
保
す
る
補
胁
手
段
と
^

^
:«
へ"ば
靳
か
る
土
地
を
投
機
：に
使
用
ず
る
事
、細
分
す
る
こ
气 

又
は
|
^
練
な
勞
働
#
に
.篓

讓

す

：る
こ
;^
等

-,
5:
禁

止

し

爽

：
セ
.ク

::
>
チ

3

Q.iedfg
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z
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.こ
の
七.十
71
:萬
へ

ク

タ

ル.の
內
.
旣
に
實
際
セ.：ッ
>
ル
'メ
ツ
->
に

利

用
.^
れ
た
部
分
，は

約

五

十

萬

.へ
ク
タ
ル
で
、
設
定
.さ
れ
た
セ
ッ 

.ト
ル
メ
ン
ト
數
は
.四
禽
八
千
を
超
.克
そ
ゐ
る
o
:
+へ

.
:
'
'
.
-
:
:
;
:

ぐ
，
-

セ
ツ
ト
ル
メ
ン
ト

.が離
村
妨

1|
:に
有

効

な

名

は

認

め

ね

ば

な

、ら
ぬ

'が、
セ
ッ
ト
ル
メ
シ
ト
の
意
義
は
單
に
こ
れ
に
留
ま
ら
ず
、
現
に 

.獨逸

..
に
，
於

.
で

重

大
&問
題
，を
な
す
人

;.
0減
退

0
:
對
箄
と

.して
可
，成e 6

成
續
を
擧
げ

o
Vある
が
如
く
で
あ
る
。
こ
の
種
の
セ
ト
ル
メ 

,
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四)

.

ン
ー
ト
杧
於
げ
る
出
生
率

^
高

き
事
は
戰
前
：よ
り
旣

.に

.認
め
ら
：れ
て.ゐ
：る

パ

〒

併
し
論
者
は
セ
ー
ッ
ト
.
.ル：メ
ン
ト
の
.：効
果
忙
夕
き
若
乎
^
#問
：，を
挾
む
：も
の
、
如
く
で
あ
る
。
'例
へ
ば
過
小
セ
ッ
ト
ル
メ
ン
ト
が
多
過 

ぎ
る
こ
と
'や
、
.
.：居
住
^

負̂
擔
(9
.過
，大
.な

；
る
；
こ
.と
は
改
#
の
餘
:^
が
あ
：.る
と
い
：ふ
の
.で
あ
る
。

如
上
0
稹
極
的
妨
策
に
對
し
て
彳
穂
々
な
消
極
的
政
策
が
符
は
れ
:̂
:
:
%
1
:
に
農
業
是
の(

も
：の
セ
撕
す
名
興
味
と
信®

る
爲
に
農
業
敎
育
を
盛
：な
ら
.し
め
.る
こ
と
、都
#
.
勞

働

と

農

村

勞

働

者

の

間
に
橫
は
る
失
業
保
險
の
差
別
的
取
扱
ひ
を

除
去
す
る

こ

と

、
 

農
業
勞
働
を
專
門
.と

す

る

勞

働

紹

介

所
を
設
け
る
こ
と
、
.徒
敷
給
與
法(>

^
§

ezuschlisse)

に
ょ
つ
て
都
#
の
失
業
衮
を
農
村
に
向 

は
し
め
る
こ
と
、
外
國
勞
働
者
.の
.'入
國
を
制
.限
.す
る
と
.と
：等
が
•實
行
さ
れ
て
ゐ
.る
。

更
に
農
村
坐
活
の
.

r

般
傲
撕
を
向
上
せ
し
か
各
爲
に
、：

農
村
の
交
通
、
.衛
生
設
備
の
改
善
、
住
宅
の
改
良
、
特
に
敎
育
の
齊
及
が
叫 

ば
れ
て
ゐ
る
。
農
村
0
敎
育
は
、
若
1
全
般
的
に
高
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
却
つ
て
離
村
を
刺
戟
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
蓋
し
單
に
一 

部
人
士
の
み
が
高
度
の
敎
養
を
與
へ
ら
れ
、
.ば、
彼
等
は
寧
ろ
都
會
に
引
つ
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
必
要
な
の
は
敎
育
の
一
般 

的
普
及
で
な
け
れ
ば
，な
ら
な
.い
。
M
に
國
民V

般
.が
農
業
及
び
農
村
を
理
解
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
獨
逸
に
於
て
はoeutscher 

verein.fur 

l

p:ndliche 
.
 wohlfahr.ts

丨u
n
d

|1
:
2 .
3
3
^
5
^
6
$

な
る
協
鲁
が
如
上
の
文
化
的
使
命
を
遂
行
す
る
爲
に
活
動
し
0
、
あ 

る
。
そ
の
活
動
の
分
野
は
ー
、
：農
村
に
於
け
る
經
濟
的
社
會
的
條
件
の
改
善
ニ
、
健

康
增
進
三
、
知
的
社
會
的
生
活
の
向
上
四
、
 

農
村
生
活
全
體
に
於
け
る
地
方
的
耍
素
の
：保
特(

各
地
方
の
傳
統
、
習
俗
等
の
尊
重〕

等
に
苴
つ
て
ゐ
る
。

:
論
者
は
如
.上
.の
觀
察
に
對
し
.て
次
の
如
き
結
論
を
卞
し
-て
ゐ
る
;0
前
'1
«

:

紀
末
以
來
庇
.盛
：と
な
つ
，た
離
村

の

瑰

象

は

、
：
戰
時
及
び
ィ
ン 

フ
レ
ー

シ_
ン
€>
時
代
：に
は.著
し
く
減
少
し
た
が
、通
貨
安
定
:-
<
*
:
亚
ハ
に
.再
燃
し
.て
世
界
.恐
慌
_の
直
前
に
は
戰
前
の
レ

ベ
ル
に
到
達
し
た
。
. 

恐
慌
は
確
か
に
之
に
對
す
る
反
動
を
生
ぜ
し
め
、
都
會
生
活
の
多
數
敗
慘
者
を
田
舍
に
放
逐
す
る
に
至
づ
た
。
併
し
こ
れ
は
素
よ
り一

時
的
現
免
と
見
る
べ
く
、
從
つ
て
景
氣
恢
復
後
は
稗
び
離
村
の

を

苒

生
せ
し
め
る
で
あ
ら
ぅ
。
乍
併
、
最
近
の
.獨
逸
に
於
け
る
f 

農
運
動
に
は
、
經
濟
的
原
因
以
外
に
心
.理
的
原
因
の
在
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
大
帮

の
粦

に

發
達
し
た
市
K
農
園rLauben- 

k
o
l
l
e
)

の
如
き
は
、
喧
噪
な
都
會
生
活
に
對
す
る
反
動
の
現
れ
と
認
め
ら
れ
る
が
、.

こ
の
種
の
自
然
に
憧
れ
.る
感
情
は
都
會
生
活
者 

の
各
層
に
漸
次
普
及
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
故
に
他
方
に
於
て
荷
効
な
歸
農
運
動
が
行
は
れ
る

I

ば
、
將
來
は
必
ず
し
も
悲
觀
す
べ
き 

で
な
い
、
と
。
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